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丸森 (筑波大物理 ):プロジェクト的なものにすればよい｡チームリー ダーとして外国から来てもらって,
その参加者が数人ある｡研究会の内容もプロジェクト的なものにし,世話人もその会のチームリ
ーダーの性格のものになればよい｡
西 島 :基研は国際交流センターとなる案が多数でましたが,基研の在 り方についていずれ文部省からつ
つかれると思います｡その具体的対応として,ひとつには理論研との合併の可能性もあります｡
その場合,2つの研究所は,任期や部員会議など運営の仕方に関して異なっている｡それをどの
程度基研が flexibleに対応できるかと思って基研の制度変更について聞いたのです｡ ,
佐々葡萄(広大理論研 ):理論研は,戦時中に作られた日本の物理学の研究所の第一番目のものである｡
当然ながら学術会議等の答申に依らずに設立されたもので,共同利用研ではなくて,広島大学の
-部局としての自治を持っ｡
昨今では,しかしながら,小規模研究所(4部門10人 )ということもあり,行革がらみの ｢見
直し｣の圧力が存在する｡この関連で基研との問題は過去にも何回か浮上してきた｡我々はこの
間題を今後とも真剣に検討したい｡また同時に,広島大学内部での理論研の将来計画も考えてい
る｡現在できうる理論研と基研の将来計画をからませる具体的な策としては,科研費,概算要求
等の共同申請その他のゆるい結合が考えられる｡前者 (科研費 )については既に何年かの経験が
あり,後者 (概算要求等 )については考慮中である｡
更により緊密な結合を考える将来計画に関してはさき程西島所長が指摘された次のような問題
点があることを確認したい｡
10 2つの大学にまたがる点｡決定に2つの評議会の議決を要する｡それに伴う交渉の難しさ｡
20運営形態の大きな違い｡一方は大学の固有の附置研で他方は全国共同利用研｡これは人事 ･
任期及びその決定法等の基本的な点に関係してくる｡
30理論研の固有の大学院生(現在約 15名 )の帰属の問題｡
40敷地建物等の問題等がある｡
佐革労'･数研と共同でやっていく方法もあると思うo
図書やコンピュータなどの施設を共同に使い,中身の運営は全く別々にやる｡
玉 垣 :東に国際的な機関がかたよっている｡西に理論のセンター的なものがあってもよい｡例えば中間
子センターなど｡
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山 口:場所を移るなら5年,10年,20年の時間がかかる｡その時,関西新学園都市などに関してすば
やく手を打っ必要がある｡
井 町 :松本さんの提案された事について｡
並 木 :松本さんの言われた事は昔やっていた｡昔やっていたことが今できなくなった｡なぜできなくな
ったか調べる必要がある｡
益 川:忙しくなったからだろう｡外国にでるなら数ヶ月滞在できるが｡
山田㈲ :昔やった事が今やらなくなったo今やったら出来るのかoどうしたらできるのかo
並 木 :そういう事ができる事が国際交流の基盤になる｡
井 町 :議論をどう発展させるか｡どう具体化するか｡
合田(新潟大理 ):時間的に判断をせまっているものもあり,将来計画委員会を作って具体的に議論して
ほしい｡
益 川 :きょうの話は重要な問題提起であり,今後,新旧の議長団で問題を整理してから議論すればよい｡
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